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おもに ASCA 衛星のデータを用い、 6 個の天体、 G 1 1. 2-0.3 、 G 27 .4 +0.0(Kes73) 、 G119.5+ 10.2(CTA1) 、 G130.7 
+3.1(3C58) 、 G292.0+ 1. 8 、 G332 .4-0 .4 (RCW103) のデータを解析した。 ASCA衛星はわが国の 4 番目の X線天
文衛星であり、 X線 CCD(SIS) と撮像型ガス蛍光比例計数管 (GIS) を 2 台ず、つ、 4 台の X線望遠鏡 (XRT) の焦点
面に配置し、 0.5-10 keV の広帯域で高いエネルギ一分解能と広い有効面積を持つことが特徴である。




Kes73 に関しては、すでに知られているパルサーの周期(約12 s )とその変化率から予測される周期で、パルスが検
出され、一定の周期変化率で中性子星の回転が減速していることが示された。





G292.0+ 1. 8 は電波で中心集中した形態が知られていたが、軟X線領域のスペクトルには輝線が見られ、熱的な
放射であると考えられていた。しかし、 2keV以上で支配的になる非熱的成分が存在することが分かった。





これら 6 個の天体にあわせて、パルサーの周辺のシンクロ卜ロン星雲のサンプルを用い、 X線の光度を天体の年齢




本論文では、中性子星の形成の現場として超新星残骸をとらえ、 6 個の超新星残骸を ASCA 衛星で観測した結果
をもとに、それらの画像、時間変動、エネルギースペクトルの解析を行い、統計的な議論を行い、中性子星進化の様
相を明らかにした。特に新たなノマルサーの発見は極めて独創性の高い結果であり、理学博士の学位論文として十分価
値あるものと認めるo
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